
ＰＴＡ「長所の花を咲かせ

よう」活動について 
 

２学期末にＰＴＡ研修委員

会からお知らせのあった「長

所の花を咲かせよう」活動へ

のご協力、ありがとうござい

ました。提出いただいたプリ

ントは、今学期に教室や廊下

に掲示する予定となっていま

す。学習参観等でご来校の際

に、ご覧ください。 

青柳小学校だより      令和５年度-１４号 

仲よく やりぬく たくましい子 

令和６年 (2024年 ) １月９日発行  文責  校長 地村俊彦 

 

新年あけましておめでとうございます 

＊＊＊ 「仲よく やりぬく たくましい子」を目標に ＊＊＊ 
 
この年末年始は暖冬で雪もなく、例年よりも暖かい気候のもとで新年を迎えることとなりました。

保護者の皆様には、健やかな新年をお迎えのことと思います。 

昨年は、温かいご支援ご協力をいただき、誠にありがとうございました。本年も、教職員一同、新

たな気持ちで本校教育の一層の充実に努めるとともに、校訓「良知に生きる」を合言葉に「仲よく 

やりぬく たくましい子」を目指し、がんばる所存です。そして、子どもたちにとって、安全安心で楽し

い学校生活が送れるように努めてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月の行事予定】   ※都合により変更することもあります 
９日（火） ３学期始業式           ２３日（火） チャレンジタイム 

１０日（水） 給食開始 発育測定（２年、６年）          （４年生） 

１１日（木） 発育測定（３年、５年）      ２６日（金） 入学説明会 

１２日（金） 発育測定（１年、４年）      ２９日（月） 委員会活動 

１５日（月） 委員会活動 安全点検日      ３１日（水） 県教委学校訪問 

１６日（火） 読み聞かせ 

１９日（金） 新入生体験入学 

２２日（月） クラブ活動  給食週間（～２６日） 

＜卒業式について＞ 
３月には卒業式があります。卒業式は、卒業生にと

って小学校生活最後の授業として、６年間を振り返

り、支えていただいた方々への感謝の気持ちを伝え、

今後の希望を決意する場になります。こうした理由

から、学校では卒業生の当日の服装は平服に近いも

のが相応しいと考えています。 

卒業式の服装については、１・２学期の「教育活動

に関する保護者アンケート」の中でも、卒業式の服装

の華美化を懸念する意見もいただいています。着慣

れない服で式の参加に影響が出ないように、配慮を

していただきますよう、ご理解とご協力をよろしく

お願いいたします。 



努力を続けることの大切さ 
新年の始まりは、誰にとっても物事の取組への新たなる期待とともに、挑戦への意欲を

高めてくれます。 

私たち人間は、目標があることで努力をし、努力したことで成果を期待するものです。

しかし、努力すれば、すぐに望んだ結果を手にできるわけではありません。努力の仕方や

時間のかけ方にもよりますが、なかなか成果が表れないこともあります。ですから、努力

を続けることの大切さや、努力の積み重ねの意味についても、子どもたちに伝えていく必

要があると思っています。 

以下、私が前任校の学校だよりで掲載した文を紹介します。 

 

いくらやってもうまくできなかったことが、ある日を境に急にできるようになる… この

ような経験をされたことはありませんか。 

 

たとえば、水泳や鉄棒などは、一生懸命練習を続けていても、なかなか上手にはならない

ものです。ところが、毎日練習を続けていると、ある日突然、それまでできなかったことが

急にできるようになることがあります。水泳でいえば、なかなかできなかった息継ぎが、あ

る時スッとできるようになったり、鉄棒なら、それまでできなかった逆上がりが簡単にでき

るようになったりする。よく言う「かべ」を越えたということです。 

 

このことを、日本教育技術学会会長の向山洋一氏は、自身の著書の中で、「努力は段階的

に重ねなければならないが、進歩は加速度的に訪れる。」と述べています。努力を蓄積して

いくことと比例するように、進歩は一歩一歩見えるようには訪れてこないというのです。で

も、目に見える進歩は訪れないけれど、自分の内では力が少しずつ蓄えられている。そして、

一定のところまで力の蓄えができた時、いっぺんに目に見えるようになる。つまり、努力は

図のＡのように一つ一つ積み重ねなければならない（努力直線）が、上達はＢのように、あ

る時、急に訪れる（発達曲線）というのです。 

 

私自身も、幼い頃の自転車の練習で同じような経験をした記憶があります。ですから、こ

れまで担任していた子どもたちには、次のように話してきました。 

「努力してもなかなか上達しない時、進歩が目に見えない時が一番つらいけれども、うま

くなるということは、毎日毎日貯金したがんばりを、いっぺんに返してもらうように訪れる

ものなんだよ。」、「かべを越えるまでの努力の積み重ねは人によっても違うけど、努力は

一つ一つ積み重ねることが大事なんだ。」 

  

子どもたちを励ます時には、努力を続けることの意味や大切さも伝えていきたいと思って

います。 

 


